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乳がん特集　はじめに

標準治療、標準治療、そしてそしてチーム医療チーム医療

　
標
準
治
療
を
正
し
く
行
う
に
は
、
薬
の

量
や
投
与
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
副
作
用
対
策

な
ど
細
か
な
ル
ー
ル
を
守
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ど
ん
な
名
医
で
も
一
人
で
完
璧
に

こ
な
せ
る
時
代
で
は
な
く
、
医
師
・
看
護

師
・
薬
剤
師
・
検
査
技
師
・
事
務
職
な
ど
、

多
く
の
職
種
が
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
で

治
療
の
質
が
保
た
れ
ま
す
。

　
乳
が
ん
治
療
は
治
療
期
間
が
長
く
、
治

療
内
容
も
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
特
に

チ
ー
ム
医
療
が
重
要
で
す
。
そ
の
点
で
、

当
院
を
含
む
函
館
の
乳
が
ん
治
療
は
他
地

域
と
比
べ
て
も
決
し
て
遅
れ
を
取
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
ど
う
ぞ
気

軽
に
当
院
の
門
を
叩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
に
と
っ
て
最
善
の
治
療
を
、
チ
ー

ム
全
員
で
支
え
て
い
き
ま
す
。

標
準
治
療
を

支
え
る
の
は
チ
ー
ム
の
力

　
そ
の
た
め
、
治
療
の
効
果
を
確
か
め
る

た
め
に
行
う
の
が
臨
床
試
験
で
す
。
参
加

し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
医

学
は
前
に
進
み
、
そ
の
成
果
が
積
み
重

な
っ
て
標
準
治
療
が
作
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
科
学
的
根
拠
の
乏

し
い
独
自
の
乳
が
ん
治
療
を
行
う
医
師
が

今
も
都
市
部
を
含
め
存
在
す
る
と
聞
き
ま

す
。「
大
都
市
だ
か
ら
安
心
」
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
点
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

執筆：乳腺外科　科長　米澤　仁志

　
雑
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
「
先
端

医
療
」「
最
新
治
療
」
と
い
う
言
葉
が
目

を
引
き
ま
す
。「
ど
こ
か
に
も
っ
と
良
い

治
療
が
あ
る
の
で
は
」「
高
額
な
ら
す
ご

い
治
療
が
受
け
ら
れ
る
の
で
は
」
と
思
っ

て
し
ま
う
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、そ
れ
に
比
べ
て
「
標
準
治
療
」

と
い
う
言
葉
は
地
味
に
聞
こ
え
、
並
み
の

治
療
と
誤
解
さ
れ
が
ち
で
す
。
実
際
に
は

「
現
時
点
で
最
も
効
果
が
証
明
さ
れ
て
い

る
治
療
」
で
あ
り
、
国
際
的
に
も
通
用
す

る
高
い
水
準
の
治
療
を
指
し
ま
す
。

　
で
は
、
が
ん
に
つ
い
て
何
を
参
考
に
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
各
種
が

ん
の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
一
般
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
の
「
が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
も
信

頼
で
き
る
情
報
源
で
す
。

　
さ
ら
に
、
迷
い
や
不
安
が
あ
る
と
き
は
、

当
院
に
設
置
し
て
い
る
「
が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
が
あ
ふ
れ
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
正

確
で
安
心
で
き
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

標
準
治
療
は〝
地
味
〟
で
は
な
く

〝
最
善
〟
の
治
療
で
す

正
し
い
情
報
源
は
ど
こ
に
あ
る
？

　
医
学
は
不
完
全
な
部
分
を
残
し
な
が
ら

も
、科
学
的
根
拠（
エ
ビ
デ
ン
ス
）に
よ
っ

て
着
実
に
進
歩
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
瀉

血
の
よ
う
に
、
今
で
は
有
害
と
わ
か
る
治

療
が
何
百
年
も
「
効
く
」
と
信
じ
ら
れ
続

け
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
患
者

さ
ん
や
医
師
自
身
の「
効
い
た
気
が
す
る
」

と
い
う
感
覚
は
信
頼
で
き
ま
せ
ん
。

臨
床
試
験
が

標
準
治
療
を
作
っ
て
い
く

標準治療標準治療、、そしてそしてチーム医療チーム医療
はじめにはじめに
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乳がん特集　1. 乳がんの手術について－乳腺外科－

乳がんの手術について乳がんの手術について

⑤
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生
検

⑥
腋
窩
郭
清

　
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
と
は
、
乳
が
ん

が
最
初
に
転
移
す
る
可
能
性
が
高
い
リ
ン

パ
節
の
こ
と
で
す
。
乳
房
か
ら
の
リ
ン
パ

液
の
流
れ
で
、
最
初
に
リ
ン
パ
液
が
届
く

場
所
に
あ
る
リ
ン
パ
節
を
指
し
ま
す
。
も

し
こ
の
リ
ン
パ
節
に
が
ん
細
胞
が
見
つ
か

ら
な
け
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
リ
ン
パ
節
に

が
ん
が
転
移
し
て
い
る
可
能
性
は
非
常
に

低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
⑤
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生
検
は
、
手

術
前
の
触
診
や
画
像
検
査
で
、
腋
の
下
の

リ
ン
パ
節
に
転
移
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る

場
合
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
も
し
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
に
が
ん
細

胞
が
見
つ
か
れ
ば
、次
に
⑥
腋
窩
郭
清（
腋

の
下
の
リ
ン
パ
節
を
す
べ
て
取
り
除
く
手

術
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

脇
の
リ
ン
パ
節
の
手
術

執筆：乳腺外科　主任医長　川岸　涼子

　
２
０
１
０
年
頃
ま
で
は
、
乳
房
の
一
部

を
取
り
除
く
「
乳
房
部
分
切
除
術
」
を
受

け
る
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、最
近
で
は
「
乳
腺
全
摘
術
」
や
「
乳

頭
温
存
・
皮
膚
温
存
乳
腺
全
摘
術
」
と
い

う
手
術
を
受
け
る
人
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　
こ
の
傾
向
の
背
景
に
は
、
乳
房
の
再
建

手
術
を
考
慮
し
た
手
術
方
法
の
選
択
や
、

遺
伝
的
な
乳
が
ん
や
卵
巣
が
ん
の
リ
ス
ク

が
あ
る

方
に
対

す
る
予

防
的
な

手
術
が

保
険
で

カ
バ
ー

さ
れ
る

よ
う
に

な
っ
た

こ
と
が

影
響
し

て
い
る

と
考
え

ら
れ
ま

す
。

乳
が
ん
手
術
の
傾
向

①
胸
筋
温
存
乳
腺
全
摘
術（
乳
房
切
除
術
）

②
皮
膚
温
存
乳
腺
全
摘
術

③
乳
頭
温
存
乳
腺
全
摘
術

　
こ
れ
ら
の
手
術
が
行
わ
れ
る
主
な
理
由

は
、
乳
が
ん
が
広
が
っ
て
い
て
、
部
分
的

に
切
除
す
る
だ
け
で
は
見
た
目
が
保
て
な

い
場
合
。
が
ん
が
再
発
し
や
す
い
、
ま
た

は
進
行
し
て
い
る
場
合
（
局
所
再
発
リ
ス

ク
が
高
い
、
局
所
進
行
や
炎
症
性
乳
が

ん
）。
部
分
切
除
後
に
放
射
線
治
療
が
で

き
な
い
場
合
で
す

　
ま
た
、
③
乳
頭
温
存
乳
腺
全
摘
術
は
、

遺
伝
的
に
乳
が
ん
や
卵
巣
が
ん
の
リ
ス
ク

が
高
い
方
（
遺
伝
性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん
症

候
群
）
の
方
が
リ
ス
ク
低
減
を
目
的
と
し

て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
②
や
③
は
、
乳
房
再
建
を
考
え
る

と
き
に
選
択
す
る
こ
と
が
多
い
術
式
で
す
。

④
乳
房
部
分
切
除
術

　
部
分
切
除
は
、
が
ん
が
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
で
、

が
ん
を
完
全
に
取
り
切
れ
る
と
予
測
さ
れ

る
場
合
。
見
た
目
が
保
た
れ
る
と
き
（
整

容
性
）。
部
分
切
除
後
に
放
射
線
治
療
が

で
き
る
場
合
に
選
択
さ
れ
ま
す
。

　
部
分
切
除
を
行
っ
た
後
、
放
射
線
治
療

を
受
け
て
も
、
局
所
再
発
率
や
生
存
率
に

大
き
な
違
い
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

乳
房
の
手
術

乳がんの手術について乳がんの手術について

図：センチネルリンパ節
出典：日本乳癌学会「患者さんの
ための乳がん診療ガイドライン
2023年版(WEB版)」2023年,金原
出版

図：乳がん手術方法の変遷〔Breast Cancer. 2015;22(3):235-44.より改変〕
出典：日本乳癌学会「患者さんのための乳がん診療ガイドライン2023年版
(WEB版)」2023年,金原出版

特集 1特集 1
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乳がん特集　2. 乳房再建について

　
乳
房
は
多
く
の
女
性
に
と
っ
て
、

身
体
の
一
部
で
あ
る
と
同
時
に
、
自

分
ら
し
さ
や
女
性
ら
し
さ
の
象
徴
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
乳
房
を
乳
が
ん

の
治
療
で
失
う
こ
と
は
、
身
体
的
な

痛
み
だ
け
で
な
く
、
心
に
も
深
い
喪

失
感
を
も
た
ら
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

下
着
の
ず
れ
な
ど
日
常
生
活
に
も
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

は
じ
め
に

　
乳
房
再
建
は
大
き
く
分
け
て
自
家

組
織
再
建
と
シ
リ
コ
ン
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
、
脂
肪
注
入
と
い
う
方
法
が
あ
り

ま
す
。
紙
面
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は

当
院
で
最
も
行
わ
れ
て
い
る
シ
リ
コ

ン
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
中
心
に
説
明
い

た
し
ま
す
（
左
図
）。

乳
房
再
建
手
術

　
乳
房
再
建
は
、
失
っ
た
形
を
取
り

戻
す
だ
け
で
な
く
、「
自
分
を
取
り

戻
す
」
た
め
の
大
切
な
一
歩
で
す
。

そ
の
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
考
え
、

日
々
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

執筆：形成外科　科長　石崎　力久
～インプラントによる乳房再建術～
①乳がんの手術後に、 エキスパンダーを挿入する。

④乳房の傷を閉じて完了。

②�エキスパンダーに生理食塩水を注入する。
　 約２週間ごとに１～６ヵ月かけて追加注入する。

③�皮膚とその周辺組織が十分に伸びたら、 同じ傷あとを
切開し、 エキスパンダーとインプラントを入れ替える。

出展：乳房再建ナビ（https://nyubo-saiken.com/）
画像提供：アッヴィ合同会社アラガン・エステティックス

特集 2特集 2
乳房再建について乳房再建について
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乳がん特集　2. 乳房再建について

　
乳
房
再
建
は
、
再
建
手
術
を
行
う
時
期
や
回

数
に
よ
っ
て
も
分
類
さ
れ
ま
す
。

●
再
建
時
期
に
よ
る
分
類

・
一
次
再
建
：
乳
が
ん
手
術
と
同
時
に
行
う

　
再
建
手
術

・
二
次
再
建
：
乳
が
ん
治
療
に
専
念
し
、
手
術

　
後
約
半
年
後
に
再
建
手
術
を
開
始
す
る
方
法

・
三
次
再
建
：
再
建
手
術
後
に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

　
を
入
れ
替
え
る
手
術
（
長
期
経
過
後
）

●
手
術
回
数
に
よ
る
分
類

・
一
期
再
建
：
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
ー
を
使
用
せ
ず
、

　
1
回
の
手
術
で
乳
房
再
建
を
完
了
す
る
方
法

・
二
期
再
建
：
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
ー
を
使
用
し
て
、

　
2
回
の
手
術
で
乳
房
再
建
を
完
了
す
る
方
法

再
建
手
術
の
種
類
と
タ
イ
ミ
ン
グ

　
乳
が
ん
の
告
知
を
受
け
、
手
術
を
決
断
す
る

中
で
、
乳
房
再
建
に
つ
い
て
悩
む
患
者
さ
ん
も

多
い
で
す
。

　
再
建
を
希
望
す
る
方
に
は
一
次
再
建
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。
手
術
回
数
や
入
院
期
間
が
減

る
た
め
、
体
へ
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
逆
に
再
建
に
迷
っ
て
い
る
方
に
は
二
次
再
建

が
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
建
の
選
択
肢
と
患
者
さ
ん
の
悩
み

　
乳
頭
乳
輪
を
手
術
で
失
っ
た
方
に
も
、
乳
頭

乳
輪
再
建
と
い
う
手
段
が
あ
り
ま
す
。
方
法
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
当
院
で
多
く
行
わ
れ

て
い
る
方
法
は
健
側
の
乳
頭
を
半
分
移
植
し

て
、
乳
輪
は
ふ
と
も
も
の
内
側
に
色
の
つ
い
た

皮
膚
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
皮
膚
を
移
植
す

る
方
法
、
乳
頭
は
皮
弁
で
作
成
し
、
色
は
同
様

に
皮
膚
移
植
で
行
う
方
法
、
乳
頭
は
背
中
の
皮

膚
を
移
植
す
る
方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
入

院
で
も
外
来
局
所
麻
酔
で
も
対
応
し
て
お
り
ま

す
。

　
再
建
を
す
る
か
し
な
い
か
、
ど
の
よ
う
な
再

建
方
法
を
す
る
か
、
切
除
方
法
は
部
分
切
除
に

す
る
か
、
全
摘
＋
再
建
に
す
る
か
、
さ
ら
に
遺

伝
性
乳
が
ん
や
放
射
線
治
療
の
有
無
な
ど
、
乳

が
ん
と
乳
房
再
建
の
手
術
は
多
様
化
複
雑
化
し

悩
み
は
つ
き
ま
せ
ん
。

乳
頭
乳
輪
再
建
の
選
択
肢

あ
な
た
に
合
っ
た
最
適
な
方
法
を

一
緒
に
探
し
ま
し
ょ
う

　
当
院
形
成
外
科
で
は
乳
房
再
建
を
希
望
す
る

方
だ
け
で
な
く
、
乳
房
再
建
が
ど
の
よ
う
な
も

の
か
を
知
り
た
い
だ
け
の
方
も
多
く
受
診
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
の
生
活
背
景
、仕
事
、

趣
味
、
な
ぜ
再
建
手
術
を
し
た
い
の
か
、
知
り

た
い
の
か
を
よ
く
伺
っ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
に
適
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
提
案
を
し
て

い
ま
す
。

　
乳
房
再
建
と
い
う
選
択
肢
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
方
が
多
い
の
が
現
状

で
す
。
こ
れ
か
ら
乳
が
ん
の
手
術
を
す
る
方
だ

け
で
は
な
く
、
過
去
の
乳
が
ん
の
手
術
に
よ
り

乳
房
を
喪
失
し
て
悩
ま
れ
て
い
る
方
も
、
ど
う

か
気
兼
ね
な
く
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

お
わ
り
に
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乳がんと告げられた瞬間

安心して手術を受けるための支援

術後の身体と心を支えるケア

チームで支えるあなたの治療と生活

　乳がんと告げられたとき「なぜ私が」「これからどうなるのだろう」と不安や恐怖
を感じる方は少なくありません。さらに、“乳房を失うかもしれない” という喪失感
や悲しみも伴い、その痛みは身体だけでなく心にも深く残ります。こうした気持ちは
自然なことであり、ひとりで抱え込む必要はありません。

　手術を控えると、「どんな手術になるのか」「術後の生活はどう変わるのか」といった不安が
大きくなります。この不安を和らげるために大切なのが周術期（しゅうじゅつき）ケアです。
　周術期ケアとは、手術の前から後まで、心と身体の両面を看護で支える取り組みです。乳が
ん手術には部分切除や全切除があり、全切除後には乳房再建という選択肢もあります。看護師
は、手術方法や再建についてわかりやすく説明し、医師との話し合いをサポートします。患者
さんが納得して術式を選ぶことが、治療を前向きに進める力につながります。

　乳房の変化は、心に大きな影響を与えることがあります。看護師は患者さんの気持ちに寄り
添いながら、少しずつ身体の変化を受け入れられるよう支援しています。
　また、補整下着やパッドを紹介し、手術後も自分らしく過ごせるようお手伝いしています。
当院では毎週月曜日14時から１時間、アピアランスケアサロン「ガーベラ」を開催し、補整
下着やパッドの試着・相談を行っています。

　「痛みが強いのでは」「腕が動かしにくくなるのでは」「リンパ浮腫が心配」など、手術後の
不安はさまざまです。当院では、乳腺専門医・形成外科医・理学療法士・リンパ浮腫療法士・
緩和ケアチーム・乳がん看護認定看護師など、多職種が協力して患者さんとご家族を支えます。
　乳がん治療を受けながらも、自分らしく生活できるよう、心と身体の両面からサポートして
います。不安や気がかりがあれば、いつでもご相談ください。

執筆：乳がん看護認定看護師　伊藤　智恵子

乳がん特集　3. －あなたらしさを支える－乳がん周術期ケア

－あなたらしさを支える－－あなたらしさを支える－

乳がん周術期ケア乳がん周術期ケア

乳がん検診、乳がん検診、
受けていますか？受けていますか？ 特集 3特集 3
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※出典：国立がん研究センター　がん情報サービス「がん登録・統計」（https://ganjoho.jp/）

女性の９人に１人が生涯で乳がんに

乳がん検診を受けられた方の1,000人に5.2人が乳がんと診断

当院の乳がん検診

検診で要精査となった場合は？

　乳がんは、日本人女性が罹患するがんの中で最も多いがんの一つです※。
　女性の９人に１人が生涯で乳がんにかかるといわれるおり、60人に１人が乳がんで命を落と
しています※。しかし、乳がんは早期に発見し、適切な治療を受けることで高い確率で治る病
気です。自覚症状がないうちに見つけるためには、定期的な検診が何よりも大切です。

　当院では、毎年多くの方が乳がん検
診を受けており、早期発見につながっ
ています。
　過去５年間の検診実績のうち、2023
年度は検診を受けた1,000人に5.2人が
乳がんと診断されています。

①マンモグラフィ（２方向）
②マンモグラフィ（２方向）＋乳腺超音波　
※乳腺超音波単独の申し込みは承っておりません。

　当院では、検診結果で「要精査」となっ
た方の二次検査予約を健康管理センターで
承っております。乳腺外科にて専門医が診
察をおこない、精密検査から治療まで一貫
して対応可能です。

　「痛みが心配」「受けるタイミングがわか
らない」など、検診について不安や疑問が
ある方は、お気軽にご相談ください。

執筆：健康管理センター　保健師

あなたの一歩が未来の安心につながります。

あなたとあなたの大切な人の未来を守りましょう！

予約受付　月～金曜日　10：00～16：00
　　　　　　　土曜日　10：00～12：00
　　　☎　0138-51-2295

函館五稜郭病院 健康管理センター

乳がん特集　4. 乳がん検診、受けていますか？

乳がん検診、乳がん検診、
受けていますか？受けていますか？

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

受 診 者 数 4,225 4,134 4,378 4,309 4,397

精 査 判 定
の 割 合

7.1% 6.9% 5.3% 6.4% 4.5%

がんと診断
された人数

29人 15人 17人 21人 23人

しこりや痛みなどの自覚症状がある場合は、
医療機関への受診をお勧めします。

特集 4特集 4
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お車でお越しの方へ

旧五稜郭支援学校
●

●函館市芸術ホール

市営駐車場

●
道立函館美術館

五稜郭公園

永井歯科
●

●
柏野小学校

●北陸銀行

本院

●セブン-イレブン

〈市電〉
杉並町

〈市電〉
五稜郭
公園前

行

　啓

　通

記号 駐車場名称 収容
台数 利用時間 巡回

バス

地下駐車場 78 7:30〜19:00 ×
車高 2.3 Ｍ以上の車は駐車できません。

北 駐 車 場 47 6:30〜20:00 ×

東 駐 車 場 63 7:30〜20:00 ×

第１駐車場 12 7:30〜20:00 ×

第２駐車場 22 7:30〜16:00 ×

第３駐車場 43
8:30〜16:00

(土曜日のみ15:00まで）
○

第４駐車場 30 9:00〜15:00 ○

Ａ

Ｅ

Ｃ

Ｇ

Ｂ

Ｆ

Ｄ

ご利用しませんか？

会計を待たずに帰宅！

明細書を自由に確認！

診察終了後…

スマホ専用アプリやパソコンから…

会計あと払いサービス

函館五稜郭病院 理念

｢安心｣・｢信頼｣・｢満足｣を患者さんと地域に

●
発

行
責

任
者

／
函

館
五

稜
郭

病
院

 病
院

長
 〒

040-8611 北
海

道
函

館
市

五
稜

郭
町

38番
３

号
●

編
　

集
　

局
／

函
館

五
稜

郭
病

院
 広

報
委

員
会

五稜郭病院の最新情報はSNSで発信中！
たくさんのフォローお待ちしております

基本方針

1. 当院は道南医療圏における急性期型病院としての役割を担う

2. 外来診療は救急、 紹介をメインとし、 急性期入院主体の医療を提供する

3. 信頼できる安全な医療、 根拠に基づく質の高い医療を提供する

4. 患者さんの権利を尊重し、 対話と思いやりのある医療を提供する

5. 地域の医療機関との連携を重視した医療を提供する

6. 職員がやりがいと夢を持てる職場づくりを行う

ご利用は
２ステップで簡単
1クレジットカード登録
2受診日に後払い申請




